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1900年前後のヨーロッパで重量星の

ように現れて消えτいった芸術械
式であるが、当時は悪評も少なく

なし一部では悪趣味なものとし

て見られていたようだ。しかし今

日では、ヨーロッパの古き良き時

代を忍ぶ人達に大変なつかしがら

れている。
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